
１１ 物部町内の施設整備

連続テレビ小説「あんぱん」の放送効果により観光客が増加することが想定されるため、物部町の玄関口となる

部分の景観を一新し、また利便性を向上させることで、安全かつ魅力的なものにするとともに、市外から訪れた観

光客が物部の自然や観光などに興味を持つきっかけとすることや、地域住民の健康増進を図ることが期待されるこ
とを目的とする。

事業目的

事業実施主体 市

整備場所 香美市物部町大栃

事業着手年度 令和7年度

工事費 7,255千円（予算額）

施工内容

①古くなった木製の転倒防護柵をパイプ柵に取替え、また柵のない

部分への設置

②古くなったモニュメント補修

③遊歩道の舗装

④うっそうとした街路樹の剪定

⑤ベンチ表面を高圧洗浄することによる補修

大栃公園景観整備工事

工事予定箇所

経年劣化で砕けている木柵も見ら

れ、体重がかかると危険である。

遊歩道はコンク

リートが盛り上

がっている部分や、

ひび割れた部分も

見られる
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１１ 物部町内の施設整備

連続テレビ小説「あんぱん」の放送効果により観光客が増加することが想定されるため、物部町の玄関口に位置

する奥物部ふるさと物産館、ライダーズイン奥物部の施設案内看板及び物産館テナント棟前の観光案内看板を新設
し、観光客や市内外客等を誘致し観光消費額の拡大につなげる。

事業目的

事業実施主体 市

整備場所 ①香美市物部町大栃872番地２

② 〃 中谷川202B番地３

③ 〃 山崎961番地２

事業着手年度 令和７年度

工事費 3,300千円（予算額）

＊参考：現状写真

奥物部ふるさと物産館看板設置工事
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１１ 物部町内の施設整備

連続テレビ小説「あんぱん」の放送効果により観光客が増加することが想定されるため、物部町の玄関口に位置する奥物部

ふるさと物産館について令和6年度事業にて施設整備をした。奥物部ふるさと物産館は、物部地区の観光施設、産業振興施設

の拠点施設であるとともに地域住民や来訪者が交流できる交流拠点として、令和7年4月1日より新しく生まれ変わる。

観光客や市内外客等を誘致し観光消費額の拡大につなげるため、「ふるさと市」や「テナント」に加え、新規指定管理者で

ある「集落活動センター奥物部推進協議会」の運営のもと、レストランや体験メニューなど、またSNS発信なども積極的に展

開される。

また、敷地内には、株式会社ポケモンから寄贈されたポケモンマンホール『ポケふた』を設置した。香美市の『ポケふた』

には、「高知だいすきポケモン」のヌオーと、はものポケモン「コマタナ」、そぼうポケモン「モノズ」が描かれており、観
光客や市内外客の誘客に強力な後押しとなることが期待される。

事業目的

事業実施主体 市

整備場所 香美市物部町大栃872番地２

事業着手年度 令和６年度

工事費 189,090千円（①～④）、132千円（⑤）

備品購入 2.585千円（⑥）

施工内容

①眺望を望めるテラス、採光の取れた窓などの設置

②子ども・子育て世帯にやさしいスペース、キッズスペースの設置

③間仕切り可能なフリースペースの設置

④東屋改修

⑤『ポケふた』マンホール設置

⑥指定管理者使用厨房等備品購入
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奥物部ふるさと物産館本館等改修工事


